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　ＮＰＯ法人アジア・コミュニティ・センター 21（ＡＣＣ 21）は５日、
フィリピンや国際協力に興味を持つ若者・社会人向け連続講座「フィ
リピンのストリートチルドレンのために私たちができること」の第２
回をオンライン開催した。初回に続き、高校生や大学生、大学院生、
ＮＧＯ関係者ら 20 人近くが参加した。
　「ストリートファミリーの生活を体験しよう」 と題した今講座では、
三つのグループに分かれ、より路上の実態を知るために、架空の家族
を想定、月間の家計計算に取り組んだ。
　ＡＣＣ 21 の伊藤道雄代表理事は冒頭で、架空の家族を想定するに
あたり、実地で複数の家族に聞き取りを行ったＡＣＣ 21 比職員の
ジュード・ナティビダットさん（26）を紹介。昨年まで首都圏マニラ
市のバランガイ（最小行政区）青年評議会委員長を務めてきたナティ
ビダットさんは、６歳から８年間、マニラ湾やロハスブルバード大通
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路上生活家族の生計を疑似体験
ＡＣＣ21の連続講座第２回目
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フィリピン
大衆紙の話題

　高齢者夫婦を家政婦が殺害か　首都圏ケソ
ン市でこのほど、77歳と 80歳の高齢者夫婦宅
から出火し、焼け跡から２人の遺体が発見さ
れた。夫婦は頭部に殴られたような傷跡があ
り、火事が発生する前に鈍器のようなもので
殴られ死亡していた可能性が高いことが判明。
この家で２年ほど働いていた家政婦が出火前
にスーツケースを持ち外出していたことが分
かり、身柄が拘束された。押収されたスーツ
ケースからは10万ペソ相当の現金や貴重品が
見つかった。警察ではこの家政婦が家から現
金などを盗みだすために高齢者夫婦を殴り殺
し、住宅に火をつけたとみて、共犯者の有無
も含めて捜査を続けている。（７日・ブルガ－）
　トップニュース（７日）
≫下院全体委員会が憲法改正決議を承認

（マニラブレティン）
≫東南アジア諸国連合と豪州が南シナ海の平
和維持を訴え                                           （スター）

外国為替と株価動向（７日）
＄１＝Ｐ55.820（前回比0.05安）
　　＝￥147.89（同 1.64高）
比証券取引所株価指数＝6,837.34（前日比41.20▼）
日経平均株価＝39,598.71円（同492.07▼ )
市中両替レート
１万円＝Ｐ3,720、＄100＝Ｐ 5,570

（マニラ市の市中両替商調べ）

大人の隠れ家的 JTV
マカティに待望のニュー JTV
スーパーマガンダ　勢揃い !!

り沿いでの路上生活を余儀なくされた。
　後にＡＣＣ 21 の現地カウンターパート「チャイ
ルドホープ」との出会いが、ナティビダットさんに
とって大きな転機に。2016 年には来日機会にも恵
まれ、全国の青年指導者として比政府から表彰され
た。現在はチャイルドホープで働きながら、ＡＣＣ
21 の活動にも携わる。そんなナティビダッドさん
も講座の前半で加わった。
　アクティビティーのはじめに日本における一週間
の支出を参加者が発表。ある男子学生は、交際費を
除いて週の食費や交通費は約７千円だとし、ＡＣＣ
21 でインターンをしている女性は、日々の食費を
千円とし、買い物を控えれば、週５日の交通費とで
１万円と算出した。

　▽使途に試行錯誤
　比の架空の４人家族の一員として家計簿を作成す
るグループ活動では、月収総額２万 800 ペソで、「父
親」のゴミ拾いが１万 3000 ペソ（３万 4500 円）、
「母親」のタマネギ販売が 7800 ペソ（２万 1060 円）

だった。その額を予め決まった分野別にグループ内
でディスカッションしながら再配分した。自身を「大
学進学を目指す高校生」と仮定し、カツカツの生活
の中でいかに進学費用（貯金）を捻出するか、各自
四苦八苦していた。
　あるグループの発表では、食費４人分を１万
2000 ペソに抑え、養育費を 500 ペソに、衣服・美
容院 200 ペソ、衛生用品など日用品 800 ペソ、学費
２千ペソ、携帯代・通信費 1130 ペソなどと設定。
そこから貯金として 370 ペソを捻出した。「これで
は進学費用を貯めるのに何年かかるか」との声も聞
かれた。別のグループでは高校生の「自分」が通学
を諦めて働き手として加わり、収入を２万 8000 ペ
ソに増額、タッチスクリーンを使用して通信教育を
受講するとし、8500 ペソを貯金に回すといった方
策を考案していた。

　▽多くの感想や気づき
　活動後、「最低限の生活をしなければならないと
いう意識が悲しく、自分の生活との差をとても感じ
た」「結局子どもたちも働くことが避けられないの
では」との感想が聞かれた。学費と交通費が支出トッ
プを占めたことで、「子どもを学校に通わせるより、
家族が良い食事をした方が人生楽しいのでは」との
見方もあった。
　一方で「この状況で生活していくと貧困のスパイ
ラルで、生活を維持していくだけの意識から抜けら
れず、第三者の助けが必要」「今自分は自由にお金
を使えていて、この状況が幸せなことだと改めて感
じた」との声も挙がった。
　反対に、このような生活が一般化している比人に
とって「普段から苦しいと思っているかは分からな
い」「両親ともに月にこれだけ働けていることは驚
き。中には一日中座っているだけの父親やアルコー
ル中毒、家庭内暴力も多い中、このお父さん、お母
さんはがんばっている」との見方も。また、ある男
性は「育ち盛りの子どもが食べられないのは、本人
も外から見ていても辛いと思う。やはり食費は大事」
との思いを伝えた。
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　最後にＡＣＣ 21 の広報・比事業を担う辻本紀子
氏は、段ボールで生活しながらタマネギを売る女性
や、50 ペソでご飯の上に少量のおかず、スープを
かけた食事で日々をしのぐ家族ら、インタビュー相
手の実情を写真と共に伝えた。「両親が揃っていな
い家庭、夫が結核などの病気でしばらく仕事ができ
ない、刑務所に入っている」など多様なケースがあ
ることにも触れた。

　伊藤代表も、自身がマニラ湾沿いでかつて出会っ
た路上の家族の生活の惨状を紹介。今回のアクティ
ビティーを踏まえ「十分な食事も摂れない中で、は
たして勉強へのモチベーションが起きるのか。みな
さんの議論を聞いていて興味深かった」とも振り
返った。次回は４月４日に「ストリートユースと交
流しよう」と題した第３回が予定されている。

（岡田薫）

　７日の移民労働者省発表によると、紅海からアデ
ン湾にかけての海域を航行していた貨物船がイエメ
ンの親イラン武装組織フーシ派による襲撃を受け
た。この襲撃でフィリピン人船員２人が死亡し、２
人が負傷した。
　紅海では昨年 11 月に日本郵船が運航するイスラ
エル所有の貨物船がフーシ派に拿捕され、比人 17
人を含む乗組員 25 人が人質になるなど、襲撃が相
次いでいた。

　同省は、襲撃事件の多発を受けて貨物船などの運
航会社に対し、航路を変更したり、武装した警備員
を乗船させるよう要請しているという。
　同省によると、襲撃で無事だった残りの比人船員
たちについては、船主や船員派遣会社が安全な港に
連れて行き、比に帰国できるよう手配しているとい
う。また、マルコス大統領も同省に対し、犠牲となっ
た船員の遺族らに対する支援を行うよう指示した。

（澤田公伸）

比人船員４人死傷
紅海でフ―シ派が襲撃

　移民労働者省（ＤＭＷ）はこのほど通達を出し、
日比経済連携協定（ＪＰＥＰＡ）に基づき日本で働
いているフィリピン人看護師および介護福祉士らの
勤務実態などについてオンラインでアンケート調査
を実施することを明かにした。
　同省の移民労働者能力開発部（ＭＷＣＤＤ）がグー
グルのオンラインフォームを使って比人看護師や介
護福祉士の候補生らから勤務実態や課題、ユニーク
な体験などに関する情報を提出してもらい、データ

として集積する。これらデータに基づいてＪＰＥＰ
Ａを通じた候補生たちの送り出しプログラムにおけ
る比政府の支援体制の拡充と、勤務実態の改善に向
けたプログラムの最適化を図るとしている。
　ＪＰＥＰＡは日比両国政府の間で 2006 年に結ば
れたが、そのプログラムの一つが比人看護・介護士
人材の受け入れ事業だった。2009 年の受け入れ開
始以降、これまでに 3600 人以上の比人候補生が日
本に派遣された。                                    （澤田公伸）

看護師らにアンケート実施へ
ＪＰＥＰＡ状況把握で移民労働者省

　日本格付研究所（ＪＣＲ）は６日、フィリピンの
外貨建て長期債信用格付を発表し、投資適格級の「Ａ
－（マイナス）」に、また見通しを「安定的」にそ
れぞれ据え置いた。マルコス政権が「中期財政枠組

み」に基づいて推進している財政再建が成果を上げ
ており、財政健全化が進むと予想されることを理由
に挙げている。
　ＪＣＲは 2021 年３月に比の国債格付をＢＢＢ＋

比長期債Ａ－に据え置き
日本格付研究所
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